
●　県では市町村と連携し、野生きのこの放射性物質濃度を測定を行っています。
●　測定結果と出荷自粛等の状況について、お知らせします。（市町村ごとに最も新しい検査結果1品目について載せています。）
●　出荷自粛要請等を行う国の基準値は100ベクレル/㎏となっています。

凡例

⇒測定済み

アミタケ アミタケ ハナビラダケ
10月10日 10月3日 9月5日
基準値以下 基準値以下 基準値以下
（7.2ベクレル/㎏） （17ベクレル/㎏）

ハタケシメジ
10月3日

ナラタケ マツタケ
10月10日 9月28日
基準値以下 基準値以下
（4.9ベクレル/㎏） （42ベクレル/㎏）

クロカワダケ
10月3日
基準値以下

ブナハリタケ マツタケ
9月25日 10月16日
基準値以下 基準値以下
（6.1ベクレル/㎏） （11ベクレル/㎏） ハタケシメジ

10月17日

ナラタケ
10月10日
基準値以下 マツタケ
（不検出） 10月11日

基準値以下

マツタケ
10月15日
基準値以下

ナラタケ （不検出）
10月16日
基準値以下
（77ベクレル/㎏）

ハナイグチ
ヒラタケ 10月12日
9月20日 基準値以下
基準値以下 （47ベクレル/㎏）
（不検出） マツタケ

10月9日
シメジ 基準値以下
10月22日 （59ベクレル/㎏）
基準値以下
（不検出）

ナラタケ
10月30日
基準値以下
（不検出）

マツタケ
マスタケ 10月11日
10月3日 基準値以下
基準値以下 マツタケ （28ベクレル/㎏）
（5.8ベクレル/㎏） 10月10日

基準値以下
ヌメリイグチ （21ベクレル/㎏）
11月6日
基準値超過
（460ベクレル/㎏）

ヤマドリダケ アミタケ
9月5日 10月15日
基準値以下 スギヒラタケ 基準値超過
（33ベクレル/㎏） 10月10日 （580ベクレル/㎏）

基準値以下
（18ベクレル/㎏）

ナラタケ
10月26日
基準値超過 ナラタケ
（130ベクレル/㎏） 10月11日

基準値以下
（56ベクレル/㎏）

コウタケ
10月17日 マツタケ
基準値超過 10月26日
（110ベクレル/㎏） 基準値超過

（130ベクレル/㎏）
アミタケ
10月10日
基準値超過

アミタケ （1900ベクレル/㎏）
10月10日
基準値超過

（590ベクレル/㎏）

ホウキタケ
9月11日
基準値超過
（1400ベクレル/㎏）

10月11日：一関市、陸前高田市、平泉町
10月16日：釜石市、10月18日：奥州市
10月29日：大船渡市、金ケ崎町
11月7日：遠野市

秋田県
基準値以下（不検出）

（8.6ベクレル/㎏）

●基準値を超過した８市町に対し、国は全種類の野生
きのこ類の出荷制限指示をしています。

宮城県

検査実施済市町村

（10ベクレル/ｋｇ）
うち国出荷制限
指示、県出荷
等自粛要請対
象市町村

基準値以下
（不検出）

（27ベクレル/kg)

●野生きのこ放射性物質濃度検査マップ（平成２４年１１月７日現在）

青森県

○○ダケ　⇒　品目
○月△日　⇒　測定日
基準値適合状況

（□□ベクレル/㎏）⇒測定値

★県からのお願い★ 

流通関係者 

の皆さまへ 
!!!ここをクリック!!! 

http://www.pref.iwate.jp/dbps_data/_material_/_files/000/000/017/722/onegai.pdf

